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加入団体の紹介 （デザイン・工芸・彫塑部門）尾張もめん伝承会（おわりもめんでんしょうかい）

加入団体の紹介 （器楽部門）琴生流大正琴藤明の会（きんせいりゅうたいしょうごとふじあけのかい）

ë
手
つ
む
ぎ
・
染
め
・
織
り
展

【問合せ先】熊澤　総子　A78－1530

　尾張もめん伝承会は、平成元年に一宮市博物館

で開催された特別展「尾張のもめん－そのルーツ

を求めて－」の期間中に開講された繊維講座の受

講生によって結成されました。

　私達が住んでいる一宮は、江戸時代にこの地方

で盛んに織られた縞木綿が「尾州の桟留縞」とし

て日本各地に売り出されていたことで、全国に織

物の産地として知られるようになりました。私達

は、「尾州の桟留縞」と呼ばれた江戸時代の織物

の技術を伝承し、後世に伝えることを目的に活動

しています。地元の学校や地域の行事などに出掛

け、綿から糸を紡ぐことや、草木染めなどを、子

供や地域のみなさんと楽しく行っています。

　また、自分達でも綿を栽培し、糸を紡ぎ、身近

な植物をつかって染め、手機で反物を織っていま

す。物であふれる現代に一から手作りにこだわり、

手塩にかけた作品は、大切な宝物です。

　年一回「手つむぎ・染め・織り展」を開催し、

発表しています。今年も第23回展を玉堂記念木

曽川図書館で９月に開催したばかりです。

　活動は毎月第４日曜日の午後に、産業体育館で

勉強会を行っています。今後も、伝え、作り、学

ぶという活動を通じて社会とつながり、多くの人々

に見ていただきたいと願っています。ぜひ一緒に

尾州の縞木綿を学んでみませんか。どなたでも大

歓迎です。

ë
介
護
施
設
で
の
訪
問
演
奏
会

【問合せ先】木村　春美 　A71－8800

　琴生流大正琴藤明の会は、一宮方面の琴生流の

団体として平成10年に設立されました。琴生流

という流派は、大正琴を通じて音楽の楽しさを広

く普及することを主旨として、昭和57年に家元・

加藤昭代先生により設立されました。

　現在、私たちは一宮スポーツ文化センターを中

心に安藤明代先生の熱心な指導のもと、琴生流の

主旨を大切にし、楽しく学んでいます。主な発表

の場としては、尾張地方の各団体合同での演奏会

や介護施設への訪問演奏会などがあります。

　また、昨年９月には愛知県芸術劇場大ホールに

て盛大に行われた琴生流大正琴30周年記念全国

大会や今年２月には名古屋国際会議場にて行われ

た大正琴四流派での大正琴誕生100年記念合同演

奏会という大きなイベントにも参加し、大変有意

義な経験をすることができました。

　月２回、第１、３火曜日の練習では和気あい

あいの雰囲気の中、懐かしい童謡、唱歌、懐メロ

からアニメソング、最新の歌謡曲まで、様々なジ

ャンルの曲目を楽しく練習しています。

　大正琴は音階ボタンを押さえることにより、初

心者にも確実に音高を出せる楽器として親しまれ、

その音色は懐かしく、心が癒されます。是非、私

達と一緒に奏でてみませんか。

さんとめじま
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加入団体の紹介

加入団体の紹介

（舞踊部門）芳美会（よしみかい）

（邦楽部門）尾西三味線熹世智会（びさいしゃみせんきよともかい）

ë
１
月
初
舞
に
て

【問合せ先】志済　美代子　A44－6804

　芳美会は日本舞踊をこよなく愛する団体で、平

成２年に発足しました。以来、会員皆で仲良く楽

しく、日本舞踊に親しんでいます。

　日本舞踊は、400年近い歴史を経て、現在では、

歌舞伎を母体とするいわゆる歌舞伎舞踊、座敷舞

の伝統を持つ上方舞や京舞、現代に馴染のある演

歌や歌謡曲、民謡などに振付けして、新しい創造

を目指す創作舞踊など様々な顔を持っています。

芳美会ではその中でも歌舞伎舞踊や創作舞踊など

を中心に稽古しています。

　常に新しいものを求め、様変りをする現代にお

いて、忘れてはならないのは“和のこころ”では

ないでしょうか。

　日本の伝統文化である日本舞踊からは、礼儀作

法や着付け、しなやかな身のこなしなど、多くの

ことを学ぶことができます。また、日々の姿勢や

仕草が美しくなり、運動不足やストレスを解消す

ることもできます。

　老人会や介護施設で毎年、踊りを披露していま

す。昨年は愛知県文連西尾張部芸能大会に参加さ

せていただき、今年の７月には、一宮市民会館で

開かれた演歌祭りで、歌手の“上杉かおり”さん

の後ろでも踊らせていただきました。

　ぜひ、皆さんも一緒に“和のこころ”を味わっ

てみませんか。毎週月曜日と木曜日に向山公民館

で練習をしています。

ë
平
成
23
年
度
尾
西
芸
能
祭
に
て

【問合せ先】五藤　芳子　A62－4460

　尾西三味線熹世智会は、平成18年７月に結成

され、現在は約15名の仲間で、毎月第２、第４

木曜日に小信中島つどいの里で丸一日しっかり三

味線の練習をしています。

　郷土民謡全国大会で素晴らしいご活躍をされ、

名古屋の熹世智会の会主である淺野熹世智先生を

講師に招き、マンツーマンでご指導をいただき稽

古に励んでいます。全く三味線に触れたことのな

かった仲間も、先生の丁寧な指導のもと、三味線

の美しい音色を出すバチの打ち方を一から学び、

今ではテンポの早い津軽の曲も弾いています。

　毎年６月にはあま市の甚目寺で発表し、11月

には一宮市尾西市民会館で開催される尾西芸能祭

でも発表します。その他にも老人福祉施設での慰

問など、多くのボランティア活動を行っています。

　また、淺野熹世智先生の夫人で元歌手の浅野裕

子先生には、第１、第３木曜日の午前中に民謡の

個人指導を行っていただき、最近では太鼓の指導

の場も開かれています。民謡や太鼓をも学ぶこと

は、三味線の演奏により幅をもたらし、更なるレ

ベルアップへつながり、より大きな達成感も味わ

うことができます。

　日本伝統の和楽器である三味線を一緒に楽しく

学んでみませんか。いつでも扉を開けて待ってい

ます。
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泉

菱

川　

武　
　

古

川

白

萩

竹

内

深

風

入
選　
　

点
１８６

審
査
員　

蜂
須
賀　

秀　

紀

　
　
　
　

齋
場
ひ
さ
と
し

　
　
　
　

光
田
せ
い
す
け

　
　
　
　

伊　

藤　

繁　

雄

市
長
賞　
　
　
　

　

林　

 
都
美
子

教
育
委
員
会
賞

　

安

藤

正

一

第　

回
記
念
特
別
賞

７０

　

宮

崎 
久
仁
子

美
術
展
賞

小

幡

哲

資　
　

田

端　

勉

櫻

井

悦

子　
　

澤

野

克

己

林　

孝

弘　
　

古

澤

光

生

安

藤

雅

彦　
　

鈴

木

治

彦

岩

田

重

和　
　

d

田

英

昭

奨
励
賞

中

村　

薫　
　

安

藤

治

仁

寺

澤

英

治　
　

三

野　

彰

佐

野 
ル
ミ
子　
　

小

川

正

勝

中

村

妙

子　
　

小

原

勇

二

奥

村

俊

雄　
　

清

水　

守

日

比

憲

宏　
　

中

山

哲

也

脇

田

和

彦

入
選　
　

点
８２

写　
　
　

真

デ
ザ
イ
ン

デザイン部門解説

書

書 部 門 解 説
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企
画
展
「
暮
ら
し
の
中
の
民
具

〜
い
ち
の
み
や
の
民
俗
」

日
時
e
１
月
５
日
º
〜
２
月　

日
∂

２４

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
、
月
曜
日
が
休
日
の

場
合
は
翌
日
休
館
。）

内
容
e
木
曽
川
が
形
成
し
た
沖
積
平
野

に
位
置
し
、
特
徴
的
な
歴
史
と

文
化
を
育
ん
で
き
た
一
宮
市
の

地
域
性
の
特
徴
を
、
民
俗
を
切

り
口
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　

５
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

「
民
俗
芸
能
公
演
」

日
時
e
２
月　

日
∂

２４

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

内
容
e
一
宮
市
指
定
無
形
文
化
財
の

「
民
俗
芸
能
」
の
公
演
。

定
員
e
先
着　

名
※
要
常
設
観
覧
料

１００

美
術
実
技
講
座
「
ピ
ル
タ
・
ナ
ウ
ハ

 
　

北
欧
デ
ザ
イ
ン
の
ひ
も
を
織
る
」

日
時
e
１
月　

日
º
・　

日
∂

１２

１３

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

講
師
e
オ
オ
ヤ
マ
・
エ
リ
ナ
・
マ
ル
ケ

ッ
タ（
愛
知
教
育
大
学
准
教
授
）

内
容
e
初
心
者
を
対
象
に
し
た
美
術
の

講
義
と
実
技
指
導
。
様
々
な
素

材
を
使
い
、
表
現
す
る
楽
し
み

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
場
e
美
術
館
２
階
実
習
展
示
室

参
加
費
e
３
、
０
０
０
円

対
象
e　

歳
以
上
の
方
（
中
学
生
を
除

１５く
）

定
員
e　

名
１６

※
要
参
加
費
・
要
申
込
み
（
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

常
設
展
「
三
岸
節
子

ア
ト
リ
エ
と
静
物
画
」

日
時
e
１
月　

日
π
〜
４
月
７
日
∂

１６

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
身
近
な
も
の
を
モ
チ
ー
フ
に
創

造
力
豊
か
に
展
開
さ
れ
た
美
し

い
静
物
画
の
世
界
を
、
ア
ト
リ

エ
の
様
子
と
あ
わ
せ
、
お
楽
し

み
い
た
だ
き
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
１
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
１
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

企
画
展
「
現
代
作
家
シ
リ
ー
ズ

津
上
み
ゆ
き
」

日
時
e
２
月
２
日
º
〜　

日
∂

２４

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
、
月
曜
日
が
休
日
の

場
合
は
翌
日
休
館
。以
下
同
じ
）

内
容
e
「
V
i
e
w
」
と
名
付
け
た
風

景
画
を
描
き
続
け
た
津
上
み
ゆ

き
の
、
日
々
の
ス
ケ
ッ
チ
や
新

作
に
よ
り
、
新
た
な
「
V
i
e

w
」
の
世
界
を
展
観
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

５
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
０
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

「
現
代
作
家
シ
リ
ー
ズ

津
上
み
ゆ
き
」
関
連
事
業

講
演
会
＆
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ー
ク

日
時
e
２
月
２
日
º

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

内
容
e
展
覧
会
に
あ
わ
せ
講
師
の
先
生

を
お
招
き
し
、
津
上
み
ゆ
き
展

の
画
業
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

講
師
e
ロ
ジ
ャ
ー
・
パ
ル
バ
ー
ス（
作
家

・
東
京
工
業
大
学
世
界
文
明
セ

ン
タ
ー
長
）

会
場
e
美
術
館
１
階
講
義
室

定
員
e
先
着　

名
※
聴
講
無
料

１００

　
美
術
館
講
座
「
美
術
の
学
校
６
」

日
時
e
３
月
２
日
º
・
３
月
９
日
º

３
月　

日
º

１６

「花のように（白菜と葉ボタン）」

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
》
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午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

内
容
e
美
術
講
座
入
門
と
し
て
よ
り
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
様
々

な
視
点
か
ら
楽
し
く
、
わ
か
り

や
す
い
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
e
美
術
館
１
階
講
義
室

定
員
e
各　

名
※
授
業
料
無
料

１００

特
別
展
「
博
覧
会
と
尾
西
織
物
」

日
時
e
１
月　

日
º
〜
３
月　

日
∂ 

２６

１７

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
、
月
曜
日
が
休
日
の

場
合
は
翌
日
休
館
）

内
容
e
全
国
の
織
物
と
内
国
勧
業
博
覧

会
な
ど
に
出
品
さ
れ
た
尾
西
織

物
を
博
覧
会
関
係
の
資
料
か
ら

比
較
し
て
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
無
料

「
博
覧
会
と
尾
西
織
物
」
関
連
事
業

展
示
説
明
会

日
時
e
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂

２７

１７

３
月　

日
∂

１０

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

定
員
e　

名
※
参
加
無
料
（
当
日
、
研

４８修
室
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。）

講
座
「
街
道
の
歴
史

〜
中
山
道
（
馬
籠
宿
）
〜
」

日
時
e
①
２
月　

日
∂

２４

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

②
３
月
３
日
∂

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

内
容
e
江
戸
時
代
の
中
山
道
と
馬
籠
宿

に
つ
い
て
、
歴
史
と
現
在
の
様

子
を
講
義
と
現
地
実
習
で
学
び

ま
す
。

①
講
義

②
バ
ス
現
地
実
習
（
約
３
‹
歩

き
ま
す
）

定
員
e　

名
（
①
の
み
は　

名
）

３６

４８

※
要
参
加
費
・
要
申
込
み
（
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

「
第　

回
懐
か
し
の

１５
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時
e
３
月　

日
¥

２０

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

内
容
e
蓄
音
機
で
聴
く
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド

の
名
曲
を
鑑
賞

入
場
料
e
無
料

「
石
川
さ
ゆ
り　

周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」

４０

日
時
e
３
月
３
日
∂

　
　
　

①
午
後
１
時
〜
②
午
後
５
時
〜

（
開
場
は　

分
前
）

３０

入
場
料
e
Ｓ
Ｓ
席　

７
、
５
０
０
円

　
　
　
　

一
般
席　

６
、
５
０
０
円

※
全
席
指
定
・
未
就
学
児
入
場
不
可
、

以
下
同
じ

「
八
神
純
子
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
Û
Ò
Ú
Ù
」

日
時
e
３
月　

日
¥

２０

　
　
　

午
後
３
時　

分
〜

３０

　
　
　
（
開
場
は　

分
前
）

３０

入
場
料
e
５
、
０
０
０
円

「
仲
道
郁
代
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」

日
時
e
３
月　

日
∂

３１

午
後
２
時
〜

（
開
場
は　

分
前
）

３０

入
場
料
e
３
、
５
０
０
円

「
六
代
目
三
遊
亭
円
楽　

独
演
会
」

日
時
e
１
月　

日
ª

２５

午
後
６
時
〜（
開
場
は　

分
前
）

３０

入
場
料
e
３
、
０
０
０
円

※
全
席
指
定
・
未
就
学
児
入
場
不
可
、

以
下
同
じ

「
秋
川
雅
史
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

〜
あ
す
へ
の
挑
戦
〜
」

日
時
e
２
月
９
日
º

　
　
　

午
後
３
時
〜（
開
場
は　

分
前
）

３０

入
場
料
e
５
、
０
０
０
円

「
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

日
時
e
３
月　

日
∂

１０

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

内
容
e
青
年
グ
ル
ー
プ
活
動
の
発
表
会

で
、
一
般
の
方
も
自
由
に
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
ご
家
族
連
れ

で
も
ど
う
ぞ
。
餅
等
の
振
る
舞

い
も
あ
り
ま
す
。

参
加
料
e
無
料
（
内
容
に
よ
り
有
料
）

「
新
春
ト
ッ
プ
講
演
会

〜
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
経
営
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
〜
」

日
時
e
１
月　

日
º

２６

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

（
開
場
は　

分
前
）

３０

講
師
e
佐
々
木
常
夫
（
株
式
会
社
東
レ
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経
営
研
究
所
特
別
顧
問
）

会
場
e
一
宮
市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料
e
無
料
（
要
整
理
券
）

※
整
理
券
は
１
月
４
日
ª
よ
り
一
宮
庁

舎
西
玄
関
受
付
、
尾
西
庁
舎
西
館
１
階

受
付
、
木
曽
川
庁
舎
総
務
管
理
課
、
各

出
張
所
、
一
宮
市
民
会
館
、
経
済
振
興

課
で
配
布

　
【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A
（　

）
４
５
３
６

７７

日
時
▼　

月　

日
∂
・
１
月　

日
∂

１２

２３

２７

２
月　

日
∂
・
３
月　

日
∂　

２４

２４

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A
（　

）
２
２
８
６

５１

日
時
▼
１
月　

日
º
・
２
月
９
日
º

１２

３
月
９
日
º　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A
（　

）
４
６
５
４

６２

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂

１３

１０

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A
（　

）
４
６
５
４

６２

日
時
▼
１
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２７

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
ど
な
た
で
も
（
大
会
に
先
立
ち

詠
歌
を
提
出
）

参
加
料
▼
５
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A
（　

）
５
５
０
４

７３

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂
・

２７

２４

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２４

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　
（
公
）中
部
日
本
書
道
会

一
宮
支
部
】

　

A
（　

）
９
５
０
３

７３

日
時
▼
１
月　

日
∂

２７

　
　
　

午
後
４
時
〜
５
時　

分
３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
▼
元
一
宮
市
博
物
館
・
三
岸
節
子

記
念
美
術
館
学
芸
員

　
　
　

毛
受 
英
彦 
先
生

演
題
▼
森
春
濤
と
ゆ
か
り
の
人
々

入
場
料
▼
無
料
（
一
般
聴
講
歓
迎
）

【
問
合
せ
先　

剣
詩
舞
道
柳
翠
会
】

　

A
（　

）
４
７
７
６

６２

日
時
▼
３
月　

日
∂　

午
前　

時
〜　

１０

１０

　
　
　
（
開
場
は　

分
前
）

３０

会
場
▼
尾
西
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

内
容
▼
県
内
外
の
吟
剣
詩
舞
の
団
体
が

集
ま
り
、
日
頃
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

楽
し
く
描
こ
う
会
】

　

A
（　

）
７
６
４
７

６２

日
時
▼
３
月　

日
∏
〜　

日
∂

１２

１７

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（　

日
１２

は
午
後
１
時
か
ら
、　

日
は
午

１７

後
４
時
ま
で
）

会
場
▼
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

内
容
▼
会
の
設
立　

周
年
の
記
念
に
会

１０

員
が
自
画
像
を
含
め
、
一
人
４

点
の
力
作
を
出
品
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

10

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
新
年
短
歌
会
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
平
成　

年
度
支
部
講
演
会
』

２４

『
第
˘
回
吟
剣
詩
舞
道
大
会
』

『
楽
し
く
描
こ
う
会

設
立　

周
年
記
念
水
彩
展
』

１０
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９
月　

日
∏
〜　

日
∂
、
愛
知
県
美

２５

３０

術
館
８
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
に
第　
３７

回
愛
知
県
文
連
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
県
下
よ
り
、
３
７
３
作
品
が
入

賞
・
入
選
に
輝
き
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
も
（
日
本
画
の
部
）
今

枝
昭
さ
ん
、
今
枝
由
惠
さ
ん
、
尾
池
純

子
さ
ん
、（
洋
画
の
部
）
長
谷
川
千
代
子

さ
ん
、
山
田
徹
さ
ん
、
米
津
美
代
子
さ

ん
が
入
選
さ
れ
、
日
本
画
の
部
で
瀧
廣

美
さ
ん
が
奨
励
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
∂
、
新
城
市
文
化
会
館
・

１０

２１

新
城
市
民
体
育
館
に
お
い
て
、
愛
知
県

民
茶
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は

大
変
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
、
心
温
ま

る
一
杯
の
茶
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い
か

れ
ま
し
た
。

　　　
愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し
（
報
告
）

『加入団体の催し』欄に情報を　 
　掲載しませんか？ 

このコーナーでは一宮市芸術文化協会加入団体の活動情報を

募集します。掲載を希望される団体は、発行月３・６・９・12月

の前々月15日までに、下記の必要事項を任意の様式にて記入

の上、事務局まで提出してください。�

①行事名　②団体名　③問合せ先電話番号　④日時�
⑤会場　⑥対象　⑦参加料　⑧申込方法　⑨その他�
必要事項�

〒493－8511 一宮市芸術文化協会事務局 
　　　　　　　　　　　　　　（住所不要） 
またはFAX 0586－86－1809

必要事項 

提 出 先 

愛
知
県
民
茶
会
（
尾
張
部
）

第　

回　

愛
知
県
文
連
美
術
展

３７

▲会場風景

▲会場風景

『いちのみや文芸』
第41集を刊行しました

　
　

月　

日
º
に
「
い
ち
の

１０

２０

み
や
文
芸
第　

集
」
を
発
刊

４１

し
ま
し
た
。
随
想
・
随
筆
、

現
代
詩
、
漢
詩
、
短
歌
、
俳

句
、
川
柳
、
狂
俳
の
７
部
門

あ
わ
せ
て
３
３
０
名
の
方
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
２
５
２
９
作

品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

１
冊
８
０
０
円
で
一
宮
市

役
所
木
曽
川
庁
舎
（
一
宮
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

に
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
貴

方
も
是
非
、
お
読
み
く
だ
さ

い
。
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月　

日
º
、
一
宮
市
尾
西
市
民

１０

２０

会
館
に
て
、
文
化
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

作
家
活
動
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
ご
活

躍
中
の
秋
山
仁
さ
ん
を
お
招
き
し
、

「
宮
沢
賢
治
か
ら
学
ぶ　

世
紀
の
教

２１

育
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

【
講
演
要
旨
】

　

今
も
昔
も
、
自
分
の
人
生
を
子
供

達
が
自
分
の
意
志
と
努
力
に
よ
っ
て

作
り
上
げ
て
い
く
よ
う
教
育
し
て
い

く
こ
と
に
長
け
た
達
人
が
、
日
本
だ

け
で
は
な
く
世
界
中
に
た
く
さ
ん
い 

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
日
は
そ
の
中

の
一
人
、
宮
沢
賢
治
先
生
を
紹
介
し

ま
す
。

　

宮
沢
賢
治
先
生
は
体
験
的
な
教
育

と
い
う
こ
と
で
、
生
徒
が
自
ら
何
か

を
体
験
す
る
教
育
を
常
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
物
作
り
や
実
験
、
栽
培
な

ど
を
生
徒
に
行
わ
せ
た
り
、
本
を
読

ま
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
戯

曲
化
し
て
演
じ
さ
せ
た
り
、
ク
ラ
ス

を
賛
成
派
と
反
対
派
に
分
け
て
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど

も
行
わ
せ
た
り
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
賢
治
先
生
は
全
て

の
授
業
を
、
子
供
達
が
主
役
と
い
う

考
え
で
教
育
を
し
て
き
ま
し

た
の
で
、
何
十
年
た
っ

て
も
簡
単
に
は
忘

れ
ま
せ
ん
。」
と
、

授
業
を
受
け
た

方
は
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
す
。
数

学
も
た
だ
公
式
や
定

理
を
暗
記
さ
せ
て
問
題

を
解
か
せ
る
と
い
う
教
育
で
は

な
く
、
じ
っ
く
り
考
え
さ
せ
て
、
時

に
は
友
達
同
士
で
各
々
の
考
え
方
を

披
露
し
あ
っ
て
、
試
行
錯
誤
し
て
結

論
を
導
く
と
い
う
も
の
で
し
た
。「
今

日
は
こ
う
い
う
机
を
作
っ
て
み
よ
う
。

ウ
サ
ギ
小
屋
を
作
っ
て
み
よ
う
。」と

い
う
テ
ー
マ
で
必
要
な
知
識
を
生
徒

が
自
ら
辞
書
で
調
べ
た
り
、
人
に
聞

い
た
り
す
る
体
験
的
な
教
育
を
賢
治

先
生
は
一
生
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
頭
で
覚
え
ず
、い
つ
も
体
で
覚
え

な
さ
い
。
す
る
と
知
識
に
感
動
で
き

る
か
ら
。
詰
め
込
み
は
何
も
理
解
で

き
な
い
。
み
ん
な
は
た
だ
授
業
で
感

動
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
。
大
事
な
事
は

体
に
し
み
こ
む
ま
で
私
が
何
度
も
教

え
る
か
ら
。」賢
治
先
生
は
い
つ
も
生

徒
に
こ
う
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

賢
治
先
生
の
授
業
を
受
け
た
生
徒

は
本
当
に
良
い
経
験
を
さ
れ
た
で
し

ょ
う
ね
。
学
校
の
授
業
で
感
動
す
る

と
い
う
滅
多
に
経
験
で
き
な
い
こ
と

に
出
会
え
た
の
で
す
か
ら
。
他
に
も

賢
治
先
生
が
執
筆
さ
れ
た
『
銀
河
鉄

道
の
夜
』
を
、
紙
芝
居
に
し
て
読
ん

で
く
れ
た
り
、『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
風
ニ

モ
マ
ケ
ズ
』
と
い
う
詩
に
つ
い
て
も

教
え
て
く
れ
た
り
、
五
感
を
フ
ル
に

総
動
員
し
て
感
動
を
感
じ
る
授
業
を

全
力
で
行
っ
て
い
た
だ
け
た
の
だ
か

ら
、
生
徒
は
全
力
で
頑
張
っ
て
勉
強

に
励
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
こ
う
い

う
事
な
の
で
す
。
今
の
時
代
の
授
業

も
こ
う
い
う
方
向
に
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

三
角
関
数
や
微
分
、
積
分
、
因
数

分
解
、
他
に
も
色
々
な
連
立
方
程
式

も
習
い
ま
し
た
。
仮
定
法
過
去
完
了

も
、
ど
こ
か
の
帝
国
が
突
然
崩
壊
し

た
話
も
、
電
流
の
法
則
や
月
の
満
ち

欠
け
も
全
部
習
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

全
部
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ

が
今
の
教
育
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ん

な
教
育
よ
り
も
子
供
達
の
資
質
を
生

か
し
て
、
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
次

々
と
湧
き
出
し
て
く
る
よ
う
な
発
想

の
泉
を
、
子
供
達
の
頭
に
掘
り
起
こ

す
こ
と
が
教
育
の
目
的
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
子
供
達
に
は
、
努
力
に
よ
っ

て
困
難
を
克
服
で
き
る
こ
と
を
体
験

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
幸
せ
な
体
験
を

た
く
さ
ん
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
生
き

て
い
く
こ
と
は
楽
し
い
と
い
う
体
験

を
た
く
さ
ん
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
す

る
と
、
世
の
た
め
、
人
の
た
め
、
地

域
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と
考
え
る
子

供
達
に
育
っ
て
く
れ
ま
す
。

『
宮
沢
賢
治
か
ら
学
ぶ
21
世
紀
の
教
育
』

文
化
講
演
会

文
化
講
演
会

数
学
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん

秋
山
　
仁
　


